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SVM活動状況
（平成21年7月1日～平成21年11月30日迄）

依頼団体名 日時 合計

ＦＣ　ＳＵＮＢＡＢＡ 9/20 1

宮城県柔道スポーツ少年団協議会 9/21 2

名取市中学校体育連盟 9/26 1

石巻地区中体連柔道競技 9/27 2

気仙沼市剣道連盟 10/4 1

気仙沼ライオンズクラブ 10/4 1

仙台市スポーツ振興事業団 10/4 1

スペシャルオリンピックス日本・宮城 10/4 1

仙台市中学校体育連盟柔道専門部 10/10 1

栗原市バレーボール協会 10/10 1

迫町柔道協会 10/11 3

気仙沼市空手道協会 10/11 1

岩沼市体育協会 10/11 1

第４回登米市スポーツまつり実行委員会 10/12 2

宮城県柔道連盟 10/17 2

宮城県柔道スポーツ少年団協議会 10/18 1

スペシャルオリンピックス日本・宮城 10/25 1
石巻柔道協会・石商柔道ＯＢ会・高体連
石巻支部 10/25 2

スペシャルオリンピックス日本・宮城 10/25 1

塩釜市バレーボール協会 11/1 1

スペシャルオリンピックス日本・宮城 11/1 1

気仙沼柔道協会 11/3 2

スペシャルオリンピックス日本・宮城 11/8 2

宮城県防具付空手道連盟 11/8 1

宮城県警察本部 11/12 1

宮城県中学校体育連盟柔道専門部 11/14 2

スペシャルオリンピックス日本・宮城 11/15 1

石巻柔道協会 11/15 2

仙台市障害者スポーツ協会 11/21 1

宮城県柔道連盟 11/21 1

栗原市柔道協会 11/23 1

仙台市障害者スポーツ協会 11/28 1

塩釜市バレーボール協会 11/28 1

宮城県柔道連盟 11/28 1

全日本空手道連盟　和道会はさま 11/28 1

依頼団体名 日時 合計

宮城県柔道連盟 7/4 ～ 5 2

宮城県防具付空手道連盟 7/5 1

豊里柔道クラブ 7/5 3

塩竈市父母教師会連合会 7/5 2

スペシャルオリンピックス日本・宮城 7/5 1

名取市立第二中学校父母教師会 7/5 1

スペシャルオリンピックス日本・宮城 7/12 1

気仙沼柔道協会 7/12 1

スペシャルオリンピックス日本・宮城 7/12 2

塩竈剣道連盟 7/19 1

スペシャルオリンピックス日本・宮城 7/19 1

名取市テニス協会 7/19 1

宮城県中学校体育連盟柔道専門部 7/19 2

スペシャルオリンピックス日本・宮城 7/19 1

気仙沼市教育委員会唐桑教育センター 7/19 1

塩釜市テニス協会 7/20 1

宮城県柔道連盟 7/25 1

なかのＦＣ 7/25 ～ 26 3

宮城県柔道スポーツ少年団協議会 7/26 1

登米市柔道協会 7/26 1

スペシャルオリンピックス日本・宮城 8/9 1

仙台市柔道スポーツ少年団協議会 8/16 1

登米市柔道協会 8/23 1
宮城ヘルシー 2009ふるさとスポーツ祭
南三陸教育事務所管内大会実行委員会 8/23 2

石巻柔道協会 8/30 3

塩竃市民スポーツフェスティバル実行委員会 9/6 2

スペシャルオリンピックス日本・宮城 9/6 1

スペシャルオリンピックス日本・宮城 9/6 1

宮城県柔道連盟 9/12 1

スペシャルオリンピックス日本・宮城 9/12 1

スペシャルオリンピックス日本・宮城 9/13 1
宮城ヘルシー 2009ふるさとスポーツ祭
石巻地区大会実行委員会 9/13 6

宮城ヘルシー 2009ふるさとスポーツ祭
仙台管内大会実行委員会 9/13 2

宮城県相撲協会 9/13 1
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平成21年7月～平成21年11月　会務報告
9　　月 8　　月 7　　月

1 火 社労士との打合せ 1 土 東北ブロック会長会
「柔道整復学」構築研究委員会 1 水 日整各部・各委員会

2 水 2 日 荒川先生受章祝賀会 2 木

3 木 3 月 学術関係打合せ 3 金

4 金 新入会員面接、三役会
生涯学習発表打合せ 4 火 4 土

5 土 申請書受付業務
「柔道整復学」構築研究委員会 5 水 月初送金日 5 日 申請書受付業務

「匠の技」in青森

6 日 申請書締切 6 木 申請書締切 6 月 月初送金日・申請書締切
保険勉強会・学会会議

7 月 月初送金・保険勉強会
事業部会 7 金 保険勉強会

拡大委員会 7 火 広報部会

8 火 新入会員面接 8 土 統合医療学会東北支部 8 水

9 水 自算会情報交換会 9 日 9 木

10 木 10 月 10 金

11 金 11 火 就業規則等検討会 11 土 第38回北海道学会
「柔道整復学」構築研究委員会

12 土 地域別保険研修・SVM合同懇談
会（青葉①）　東北ブロック会長会 12 水 12 日 第38回北海道学会

13 日 柔整スクール必修　
接骨医学会研修in青森 13 木 13 月 広報部会

14 月 県提出日 14 金 県提出日 14 火

15 火 審査委員会 15 土 15 水 県提出日　監査会②　
会計精査

16 水 会計精査
日整IS会議 16 日 16 木 審査委員会・広報部会

17 木 生涯学習発表打合せ 17 月 審査委員会 17 金 東北ブロック理事会
学術部会

18 金 柔整スクール必修　 18 火 18 土 東北ブロック山形大会

19 土 地域別保険研修
SVM合同懇談会（青葉②） 19 水 19 日 東北ブロック山形大会

20 日 20 木 会計精査
ブロックに関する会議 20 月

21 月 21 金 柔整スクール必修 21 火

22 火 22 土 第3回大阪学会前夜祭 22 水 新公益法人制度説明会
広報部会

23 水 23 日 第3回大阪学会前夜祭
卒後臨床研修講座開講式 23 木 三役会 理事会③ 監査講評

24 木 三役会・理事会④ 24 月 24 金

25 金 柔整スクール一般 25 火 保険部会・介護保険委員会 25 土 第13回政経セミナー

26 土 地域別保険研修
SVM合同懇談会（宮城野）　 26 水 26 日

27 日 27 木 27 月 新入会員面接

28 月 新入会員面接・学術部会 28 金 保険部会
日整生涯学習委員会 28 火 日整学校説明会（赤門）

29 火 保険部会 29 土 奈良県法人設立35周年記念前夜祭
東北ブロック4部会会議 29 水 日整連盟委員長会

30 水 月末送金・連絡袋発送 30 日 奈良県法人設立35周年記念式典 30 木 保険部会

31 月 月末送金・連絡袋発送 31 金 月末送金・連絡袋発送
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11　　月 10　　月

1 日 1 木

2 月 2 金 生涯学習発表打合せ
就業規則等検討会

3 火 保険全体研修補講 3 土 「柔道整復学」構築研究委員会
ブロック理事会

4 水 新入会員面接 4 日 第57回宮整ゴルフ

5 木 月初送金日 5 月 月初送金日　
統合医療幹事会

6 金 申請書締切 6 火 申請書締切
生涯学習発表打合せ

7 土 地域別保険研修・SVM合同（塩釜）
「柔道整復学」構築研究委員会 7 水 保険勉強会

生涯学習発表打合せ

8 日 8 木 公益法人制度改革セミナー

9 月 保険勉強会 9 金 柔整スクール一般
保険全体研修打合せ

10 火 広報誌発刊会議 10 土 地域別保険研修・SVM合同懇談会（若林）

11 水 柔整スクール（一般） 11 日 日整生涯学習講習会、都道府県会議、ボランティ
ア活動発表、モンゴル活動報告会

12 木 県提出日 12 月 第18回日整全国少年柔道
第33回日整全国柔道大会

13 金 審査委員会 13 火 健保連情報交換会の打合せ

14 土 地域別保険研修・SVM合同（名取）
学術研修in秋田・福島 14 水

15 日 東北ブロック第2回保険部会　　 15 木 県提出日　新入会員面接　
日整学校説明会in柔専

16 月 16 金 審査委員会

17 火 17 土

18 水 18 日 平成21年度臨時総会、保険全体研修、SVM地域
代表会議、第21回みやぎのまつり宮城野区活動

19 木 統合医療会議in東京 19 月

20 金 日整全国会長会議　柔整スクール必修・一般
県柔道連盟情報交換会　新入会員面接 20 火

21 土 21 水 日赤寄付贈呈
健保連情報交換会　会計精査

22 日 第18回接骨医学会学術大会in大阪 22 木 監査会③

23 月 第18回接骨医学会学術大会
第57回全日本産業別柔道大会 23 金 柔整スクール一般

24 火 会計精査 24 土 地域別保険研修・SVM合同懇談会（太白）

25 水 広報誌発刊会議 25 日

26 木 新年会打合せ 26 月

27 金 柔整スクール（一般）
保険部会 27 火 医療行政の未来についての討議

28 土 地域別保険研修・ＳＶＭ合同懇談会（大崎）　
愛知県法人設立45周年記念前夜祭 28 水

29 日 愛知法人設立45周年記念式典 29 木 保険部会

30 月 月末送金・連絡袋発送 30 金 包帯巻きコンテストin柔専
月末送金・連絡袋発送

31 土 地域別保険研修・SVM合同懇談会（泉）
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宮城県「柔道整復学」構築学会　賛助会員

株式会社　エス・エス・ビー
株式会社　カナケン
株式会社　グローバー
日本プロジェクト　株式会社
株式会社　メディカルプランニング
燦ケアサービス　株式会社
株式会社　パールシャープ仙台
マクターエンジニアリング　株式会社
株式会社　エフ・アイ・エル

　宮城県「柔道整復学」構築学会の活動をご理解頂き、学会を支えて頂く賛助会員各社
でございます。
　宮城県「柔道整復学」構築学会は、会員の皆様が、レセプトシステム・超音波診断装置・
医療機器・衛生材料・医薬品のご用命の際には、宮城県「柔道整復学」構築学会として、
賛助会員各社を会員の皆様に推奨致します。

宮城県「柔道整復学」構築学会推奨
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本社：〒225-0002 神奈川県横浜市青葉区美しが丘2-17-39
TEL 045-901-5471㈹　FAX 045-902-9262

横浜本社：TEL 045-901-5471
大阪営業所：TEL 06-6935-3016

新潟営業所：TEL 025-286-0521
福島営業所：TEL 024-961-7211

http://www.kanaken.co.jp/   E-mail  info@kanaken.co.jp

総発売元 ――――医療用具の総合卸―――― デモンストレーション・製品のお問い合わせ

●痛みを、筋肉系・神経系かに分けて治療できます。
●症状や部位を選べば、プログラム治療ができます。
●ワンタッチ選択方式採用により、治療モードは簡単に選べます。

●ディスプレーで、治療状況を把握することができます。
●四肢通電法により脳波をα波、θ波に誘導して、リラックスさせます。

バイオカナックスは、人間が本来持っている
自己回復能力を助けることで、静止細胞を
活性化し、筋肉を調整、回復、改善させます。

定格電圧：DC9V 単一型電池（1.5V）×6 
消費電流：40mA
出力電流：28μA～500μA
出力電圧：14mV（500Ω負荷)MAX=35V
出力周波数：0.1Hz～500Hz
出力系統：2チャンネル
外形寸法：H132×W320×D250mm
本体重量：2.3kg

バイオカナックスの仕様 21200BZZ00333000

微弱電流は

バイオカナックス

（本体価格 850,000）
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宮城県「柔道整復学」構築学会　投稿・発表規定

2008年（平成20年）11月8日制定

1．投稿・発表について

　　�　本学会への投稿及び発表は、原則として宮城県「柔道整復学」構築学会の会員に限るが、特に本会に寄
与する論文と判断され、本会の会員が1名以上の共著者となっていれば会員外の投稿及び発表も受理し
ます。

　　　以下の6つのポイント（約束事、常識）をふまえて、しかも積極的に、気軽にどうぞ公にして下さい。
　　�　1997年（平成9年）、第6回日本柔道整復接骨医学会総会時の、金城　孝治会長の講演にありました言

葉、「職域拡大には・・・医療知識と技術の向上によってのみ可能である」は、今こそむしろ大切かと思
います。

2．ケースレポートの仕方

　①　ケースレポートをする意義は；
　　ⅰ）非常にめずらしい（レアrare）疾患の場合
　　ⅱ）めずらしい疾患ではないが、特異な経過・転帰をたどったケース
　　ⅲ）治療・施術への反応が独特であったケース
　　ⅳ）新治療法・技術の開発・試行・実験治療を行ってみた場合の効果
　　ⅴ）非常に、取り扱いや施術・治療・リハビリに苦慮したケース
　②　どこの誰であるかが推定できそうな表現は絶対不可（個人情報保護）です。
　　症例1、症例2などとします。
　③�　この場合も、症例のデータ（写真など）について、自分（達）のものでない場合には、借用先を明記して

下さい。

3．データのまとめ方

　①�　X線、MRI、その他全てのデータについて、自分（達）が採取したものでない場合には、借用先を明記
して下さい。（著作権の問題）

　②�　データの計数が1ケタ（5例、8例など）の場合に、安易に平均値（代表値の1つ）を出しますと片寄った
値になることがあります。その場合には中央値の方が妥当です。

　③　各症例について、誰であるか見当がつきそうな表現はなさらないように（個人情報保護）して下さい。
　　表記は、例えば症例1、症例YZなど。

4．発表要旨（抄録）の書き方

　①�　5W1H（whenいつ、whereどこで、who誰が、what何を、whyどんな目的で、howどのように）が分か
るように書いて下さい。

　②�　＜目的＞＜方法＞＜結果＞＜考察＞＜結論＞の順に、要領よく短くまとめます。＜結果＞には、得ら
れた事実のみを書きます。

　③　文章は全て「～であった」「～となった」の、である調、過去形となります。
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　④　発表者としての主語を入れる必要がある場合には、「われわれは～」「演者らは～」などと書きます。
　⑤�　原稿は、パソコンのワープロソフトなどで作成し、A4版用紙に横書きとします。手書原稿は採用しま

せん。

5．執筆要綱

　　　投稿論文の種類と内容説明

　　　原著論文　：　新規かつオリジナルであることが構築研究委員会において認められたものです。
　　　　　　　　　　内容が新しい情報、理論の提示を通して独創性を主張できるものです。
　　　　　　　　　　明確な研究結果として一定の結論が得られたものです。
　　　研究報告　：　�独創性を問うものではないが、特に柔道整復分野において有用、かつ意義があるもの

です。
　　　症例報告　：　症例の臨床経験に基づいた研究をおこなって考察が得られたものです。
　　　研究資料　：　柔道整復、あるいはそれに関連した資料を主とした情報を提示したものです。
　　　短　　報　：　内容は原著に近いが短く結論の速報として書いたものです。
　　　治療技術　：　客観的情報を示し、オリジナル性の高いものです。
　　　そ の 他　：　柔道整復に関する多方面からの記事を含み、会員の質的向上に貢献できるものです。

6．論文の構成

　　　表　　　題　：　内容を具体的に表し、かつ簡潔な表現とします。
　　　　　　　　　　　用語には、キーワードを含むように工夫して下さい。
　　　著 者 名　：　著者は本研究に寄与するところの大きい人のみとします。
　　　　　　　　　　　研究の協力者は謝辞の中で記載して下さい。
　　　要　　　旨　：　目的、方法、結果、結論を簡潔に記載して下さい。
　　　キーワード　：　主に主題および要旨から選び、論文の内容を最も適切に表す言葉とします。
　　　本　　　文　：　1）はじめに（序文、まえがき、緒言）
　　　　　　　　　　　　　本研究の背景、経緯、意義などを述べる導入部分。
　　　　　　　　　　　　　これまでの研究との関連性を記載します。
　　　　　　　　　　　2）対象および方法
　　　　　　　　　　　　　用いた理論、条件、材料、方法、手順などを記載します。
　　　　　　　　　　　　　特に、方法は関連研究者が追試できる内容とします。
　　　　　　　　　　　3）結果
　　　　　　　　　　　　　実験結果、データ紹介、明らかとなった関連性、観察結果、効果などを記載します。
　　　　　　　　　　　4）考察
　　　　　　　　　　　　　�結果の分析と検討、結果の比較と評価、問題提起、今後の課題、示唆などを記載

します。
　　　　　　　　　　　5）結論（まとめ、結語）
　　　　　　　　　　　　　本研究の結果内容を簡潔に記載します。
　　　図・写真・表　：　�本文に示した順に掲載し、その図表の番号や説明は図では下に、表では上につけて

下さい。
　　　そ　の　他　：　原稿には一連のページ数を記載して下さい。
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7．発表の仕方

　①　パワーポイント、スライドなど、視聴覚メディアをうまくお使い下さい。
　②　発表時間の厳守
　　　例）　8分間→400字詰原稿用紙8 ～ 9枚
　　　　　10分間→400字詰原稿用紙10 ～ 11枚です。
　③�　慣れていない方は、必ず発表用の下書き原稿を②に合わせて書くことをお勧めします。ルーズに進め

ると、必ず結論へ行かない前に終わってしまいます。
　④　ここでも5W1Hを要領よく入れて下さい。

8．提出

　　�　発表原稿、発表時使用データの提出は、所定の期日までに刷り上り（プリント）1部に、原稿のファイ
ルを書き込んだ電子媒体（フロッピーディスク、CD-R、USBなど）を添えて、事務局宛に送付して下さい。

　　又は、E-mailで事務局宛にファイルを直送して頂いても構いません。
　　但し、使用ソフトやファイル形式については、事前に受理可能かどうか事務局に確認して下さい。
　　　投稿原稿、発表時使用データ及び記録媒体は返却しません。

9．校正

　　　校正は著者が責任を持って行い、校正後の原稿、データを投稿して下さい。

10．送付先

　　「学会誌原稿、発表データ」と朱書して、下記に送付下さい。

　　　〒980-0011　宮城県仙台市青葉区上杉二丁目9番8号
　　　　　　　　　　社団法人宮城県柔道整復師会　内
　　　　　　　　　　　宮城県「柔道整復学」構築研究委員会　事務局
　　　　　　　　　　　TEL：022-262-9181　　FAX：022-262-4181
　　　　　　　　　　　E-mail：mjs＠mjs.or.jp

宮城県「柔道整復学」構築研究委員会
委員会特別顧問　　　佐藤　　揵

　委  員  長　  　　　　酒井　賢一
委  員　  　　　　  　庄子　和良
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日
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享
年
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歳
）

長
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会
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大
な
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ご
尽
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に
対
し

心
よ
り
感
謝
し

悲
し
い
お
別
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に
際
し

謹
ん
で

お
悔
や
み
申
し
上
げ

ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

熊
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忠
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会
員
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成
21
年
11
月
19
日
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享
年
96
歳
）

平
成
7
年
〜
21
年
4
月　

当
会
相
談
役

平
成
9
年　

第
25
回
宮
城
県「
医
療
功
労
賞
」受
賞
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今
年
も
ま
た
一
年
を
振
り
返
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
思
え
ば
、
我
が
国
が

今
年
の
新
年
を
迎
え
て
間
も
な
く
、
海

の
向
こ
う
で
は
黒
人
初
の
オ
バ
マ
米
大
統

領
が
「
チ
ェ
ン
ジ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
新
政
権
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
我
が
国
に
お
い
て
も
九
月
に
鳩
山
新

政
権
が
誕
生
し
、
歴
史
的
な
与
野
党
大
逆

転
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
す
。
ま
さ
に
今
年

は
内
外
に
お
い
て
変
革
の
年
だ
っ
た
と
言

え
ま
す
。

　

奇
し
く
も
当
会
に
於
い
て
も
五
月
の
総

会
で
豊
嶋
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。
本
号
で
は
新
執
行
部
と
な
っ
て
初

め
て
取
り
組
ん
で
き
た
当
会
の
本
年
後
半

の
事
業
、
活
動
な
ど
に
つ
い
て
編
集
い
た

し
ま
し
た
が
、
会
と
会
員
が
大
変
活
発
か

つ
積
極
果
敢
に
、
柔
道
整
復
師
を
取
り
巻

く
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢

が
各
記
事
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
姿
勢
は
一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
当
会
に
育
ま
れ
継
承
さ
れ

続
け
て
き
た
「
信
念
」
に
よ
っ
て
、
も
た

ら
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
年
も
ま
た
会
員
と
の
悲
し

い
お
別
れ
が
あ
り
、
人
の
命
の
儚
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
が
、
先
人
が

残
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
そ
し
て
私
達
が
将

来
へ
繋
い
で
ゆ
く
「
信
念
」
だ
け
は
永
遠

に
朽
ち
果
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来

年
の
社
会
情
勢
を
思
う
時
、
柔
整
業
界
を

は
じ
め
依
然
混
沌
と
し
た
感
は
否
め
ま
せ

ん
が
、来
年
も
当
会
の
「
信
念
」
が
、様
々

な
形
で
ぼ
や
け
る
こ
と
な
く
表
現
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
広
報
誌
作
り
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
来
年
の
一
層
の
ご
発
展
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

宮
整
広
報　

編
集
部
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